
 

 

 

十一条 鶴見様  太田様  藤原様  岡崎様 
西本様  正来様  田丸様  塚田様 
寺澤（美）様  町田様  新谷様  北市様 
堀山様  宮本（仁）様  田村様  安井様 
室川様  小山（麻）様  関戸様  三森様 
上出様  舟津様 
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● 罪とは、サタンとの相対基準を造成して授

受作用を成すことが出来る条件を成立させ

ることによって、天法に違反するようになる

ことをいう。・・・ 

第一に原罪というものがあるが、これは人

間始祖が犯した霊的堕落と肉的堕落による

血統的な罪をいい、・・・ 

第二に遺伝的罪がある。・・・血統的な因縁を

もって、その子孫が受け継いだ祖先の罪をい

う。 

第三に連帯罪というものがある。・・・連帯的

に責任を負わなければならない罪をいう。・・・ 

第四に自犯罪というものがあるが、これ

は、自身が直接犯した罪である。 
 

原理講論 P１２１ 

 

 

絶対善霊と共に 

天の願いを果たしましょう！ 
 

● 堕落人間がサタンを分立して、堕落以前

の本然の人間として復帰するには、原罪を取

り除かなければならない。ところが、この原罪

は、人間が、その真の父母として来られたメシ

アによって重生されるのでなければ、取り除

くことはできないのである。それゆえに、堕落

した人間はサタン分立の路程を通して、アダ

ムとエバが成長した基準、すなわち、長成期

の完成級まで復帰した型を備えた基台の上

でメシアを迎え、重生することによって、アダ

ムとエバの堕落以前の立場を復帰したのち、

メシアに従って更に成長し、そこで初めて創

造目的を完成することができるのである。 
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● 霊人体はどこまでも、地上の肉身生活に

おいてのみ完成できるのである。霊人体は肉

身を土台として、生心を中心として、創造原理

による秩序的三期間を通じて成長し、完成す

るようになっているが、蘇生期の霊人体を霊

形体といい、長成期の霊人体を生命体、完成

期の霊人体を生霊体という。神を中心として、

霊人体と肉身が完全な授受作用をして合成

一体化することにより、四位基台を完成すれ

ば、その霊人体は生霊体になるが、このよう

な霊人体は無形世界の全ての事実をそのま

ま感ずることができる。   
 

原理講論 P８７ 

 


